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　2012年 3 月から2018年 4 月とした。
3 ）調査方法
　各回生のすべての講義等が終了した後に調査する必要があるため、次回生の 4 月に調査を
行った。つまり、 2 回生の 4 月（以下、 1 回生終了時）、 3 回生の 4 月（以下、 2 回生終了時）、 4 回



















説明できる」などの 8 項目である。 5 ）計画的に看護を実践する能力は、「看護の現象を批判的






































　それぞれの項目に対して、「できない」 1 点から「よくできる」 5 点の 5 段階で回答しても
らった。






を算出し傾向を検討した。各回生の修得の程度を確認するために、 1 回生終了時と 2 回生終了
時、 2 回生終了時と 3 回生終了時、 3 回生終了時と卒業時で各項目を比較した。比較には t 検



















2 回生終了時で得点が低い看護実践能力がみられた。しかし、 3 回生終了時では、すべての看






















関する実践能力」が 6 項目（17.6％）であった。有意に得点が低かった項目を表 1 に示す。




























が2.72±0.73点であった。 5 つの能力群でみると、低かった15項目のうち 6 項目（40.0％）をⅡ群
の「根拠に基づき看護を計画的に実践する能力」が占めた。
4．考　　察
　学士課程版看護実践能力と到達目標として挙げられる 5 群20の看護実践能力において、 1 回
生終了時より 2 回生終了時で得点が低くなっているものがあった。そのため、具体的な学習成
果の項目に着目すると、 1 回生終了時から 2 回生終了時で34項目、 2 回生終了時から 3 回生終








る学生もおり、なかでも 1 回生や 2 回生での退学者が多いといわれること（7）と考え合わせると、
退学の理由の一つとして看護実践能力の修得の難しさによる就学意欲の低下が影響している可
能性がある。
　また、 1 、 2 回生終了時と 3 回生終了時では看護実践能力の得点の変化は大きく、卒業時に
はさらに上回るという結果になったことを鑑みると、理解している、実践できていると認識し
ていたつもりでいても、できていなかった自分に気付き、学習不足や看護の奥深さを感じ看護

















































1 ）各回生で20の看護実践能力の傾向を確認したところ、 1 回生終了時より 2 回生終了時で得
点が低いものもあるが、 3 回生終了時、卒業時ではそれより得点が高かった。
2 ）20の看護実践能力に対応する学習成果の項目で比較を行ったところ、 1 回生終了時より 2
回生終了時で34項目、 2 回生終了時より 3 回生終了時で 2 項目、有意に得点が低かった。
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